
　
畑
地
区
に
お
け
る
野
生
動
物
に
よ
る
農

作
物
被
害
は
、
２
０
１
４
年
ご
ろ
か
ら
深

刻
化
し
、
特
に
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
顕
著

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
や
神
戸
大

学
、
Ｎ
ＰO

法
人
里
地
里
山
問
題
研
究

所
（
さ
と
も
ん
）、
地
域
外
の
住
民
と
連

携
し
な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
獣
害
は
「
害
」
で
は
な
く
、

地
域
を
活
性
化
す
る
資
源
と
い
う
考
え
方

に
立
ち
、
獣
害
を
平
仮
名
の
「
が
い
」
に

置
き
換
え
、「
獣
が
い
対
策
」
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
が
、
神

戸
大
学
の
農
村
実
習
の
受
け
入
れ
を
契

機
に
、
学
生
ら
の
協
力
で
、
２
０
１
３
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
さ
る
×
は
た
合
戦
」

で
す
。
こ
れ
は
、
柿
の
実
を
サ
ル
が
食
べ

に
来
る
前
に
収
穫
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
高

齢
化
で
不
足
す
る
柿
取
り
の
力
を
外
部

人
材
で
補
完
。
地
域
交
流
を
重
視
し
、

「
楽
し
く
継
続
で
き
る
場
」
と
し
て
、
関

係
人
口
創
出
の
き
っ
か
け
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
篠
山
東
雲
高
校
と
の
連
携
に
よ
り

収
穫
し
た
柿
を
活
用
し
た
加
工
品
の
開

発
や
販
売
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
に
は
、
各
集
落
か
ら
追
い

払
い
隊
員
を
選
抜
し
て
「
み
た
け
サ
ル
追

い
払
い
隊
」(

約
50
人)

を
結
成
。
サ
ル
に

取
り
付
け
た
発
信
機
か
ら
位
置
情
報
を

共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
（
サ
ル
イ
チ
）
を
活

用
し
、
集
落
に
出
没
す
る
サ
ル
を
煙
火(

駆
逐
用
花
火)

を
発
射
し
追
い
払
う
な

ど
、
実
効
性
の
高
い
運
用
体
制
を
構
築
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
へ
適
応
す
る
た

め
、
金
網
柵
の
点
検
を
年
3
回
、
隣
接
集

落
が
連
携
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
高
齢
化
が
進
行
し
、
急
斜
面
に
設
置

さ
れ
た
集
落
柵
の
維
持
管
理
が
年
々
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
２
０
２
０

年
か
ら
関
係
人
口
を
活
用
し
た
「
さ
く
×

は
た
合
戦
」
を
開
始
。
地
域
外
の
住
民
が

山
中
に
設
置
さ
れ
た
柵
の
点
検
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
受
け
た
集
落
が
補
修
を
行
う

仕
組
み
化
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
か
か
わ

る
効
果
的
な
捕
獲
を
進
め
る
た
め
、
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
や
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
大
型
捕
獲
檻
を
設

置
。
野
生
動
物
の
行
動
や
捕
獲
に
お
け
る

　
農
作
物
な
ど
の
獣
害
被
害
防
止
に
取
り
組
む
み
た
け
の
里
づ
く
り
協
議
会
。
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
鳥
獣
対
策
優
良
活
動
表
彰
（
被
害
防
止
部
門
）
で
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
29
年
度
に
篠
山
市
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
推
進
協
議

会(

当
時)

が
受
賞
し
て
以
来
2
度
目
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
サ
ル
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
、
同
協
議
会
の
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　
　
問
い
合
わ
せ　
森
づ
く
り
課
☎
５
５
２
ー
１
１
１
７

鈴木克哉さん(NPO法人里地里山問題研究所代表理事）、菅
す が

原
わ ら

将
しょう

太
た

さん(みたけの里づくり協議会事務局）、
山内一郎さん(みたけの里づくり協議会会長)、木下麗子さん(丹波篠山市獣がい対策支援員)、清野未恵子
さん(神戸大学 人間発達環境学研究科 准教授)　【左から】

　市、さともん、神戸大学など、各方面からの力添えや、地区の
先輩方の活動の積み重ねが受賞につながったと思います。今後も
先を見据えながら、獣がい対策の最先端を走っていきたいです。

山
や ま

内
う ち

一
い ち

郎
ろ う

さん(みたけの里づくり協議会会長)

　畑地区には外部の人材を受け入れる素地があったからこそ、広
がった活動だと感じています。支援員の任期は今年度で満了とな
りますが、今後も一住民として積極的に関わっていきたいと思い
ます。

木
き の

下
し た

麗
れ い

子
こ

さん(丹波篠山市獣がい対策支援員)

　多様な人材が関わり、前向きに問題解決をしていく取り組みを
丹波篠山では「獣がい対策」とよび、畑地区はそれを体現した地
域です。今回の受賞を今後の推進力に変えていきたいと思います。

鈴
す ず

木
き

克
か つ

哉
や

さん(NPO法人里地里山問題研究所）

　新しい取り組みにチャレンジされてきたみたけの里づくり協議
会の成果が、評価されたことを本当にうれしく思います。今後も
自分たちのできる範囲で、チャレンジしていくその姿勢をずっと
応援していきたいと思っています。

清
き よ

野
の

未
み

恵
え

子
こ

さん(神戸大学人間発達環境学研究科 准教授)

さる×はた合戦みたけサル追い払い隊 さく×はた合戦たけ×はた合戦 ICT大型捕獲檻

サ
ル
の
被
害
防
止
対
策
等
で

み
た
け
の
里
づ
く
り
協
議
会
が

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

餌
付
け
方
法
な
ど
を
「
見
え
る
化
」
す
る

こ
と
で
、
住
民
の
捕
獲
技
術
・
意
欲
を
向

上
さ
せ
、
捕
獲
数
の
増
加
と
効
率
的
な
被

害
軽
減
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
に
は
竹
林
の
放
置
が
被

害
要
因
と
な
る
こ
と
に
対
応
し
、
タ
ケ

ノ
コ
を
野
生
動
物
が
食
べ
に
来
る
前
に

収
穫
す
る
と
と
も
に
、
竹
林
を
整
備
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
た
け
×
は
た
合
戦
」
を

開
始
し
た
ほ
か
、
２
０
２
４
年
か
ら
は

丹
波
篠
山
市
獣
が
い
対
策
支
援
員
と
し

て
木き

の

下し
た

麗れ
い

子こ

さ
ん
が
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
木
下
さ
ん
は
畑
地
区
を
3
エ
リ
ア

に
分
け
た
獣
が
い
対
策
を
提
案
し
、
各

エ
リ
ア
の
課
題
解
決
の
た
め
集
落
連
携

に
よ
る
獣
が
い
対
策
を
重
層
的
に
展
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
単
に
野
生
動
物
を

捕
獲
す
る
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
関

係
人
口
を
巻
き
込
ん
で
、
獣
が
い
を
地

域
活
性
化
に
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
こ
と
や
、
そ
の
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
、
複
数
の
集
落
を
束

ね
る
調
整
役
「
獣
が
い
対
策
支
援
員
」

を
配
置
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

 メンバーの喜びの声
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野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

　

野
焼
き
は
火
災
の
危
険
が
あ
る
だ
け

で
な
く
、
焼
却
物
に
よ
っ
て
は
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、

周
辺
の
環
境
に
影
響
を
与
え
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
煙
や
臭
い
、
飛
散

し
た
灰
な
ど
に
よ
り
、
近
隣
の
皆
さ
ん

の
迷
惑
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

野
焼
き
行
為
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
違

反
す
る
と
、
5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
1
，
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金(

法
人

の
場
合
は
3
億
円
以
下
の
罰
金)

ま
た

は
、
こ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

野
焼
き
に
は
除
外
規
定
が

あ
り
ま
す

　

焼
却
す
る
こ
と
が
公
益
上
、
も
し
く

は
社
会
の
習
慣
上
や
む
を
得
な
い
場
合
、

ま
た
は
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与
え

る
影
響
が
軽
微
な
場
合
に
限
り
禁
止
の

例
外
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

場
合
で
あ
っ
て
も
、
む
や
み
に
焼
却
し

て
よ
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
風
向

き
や
場
所
に
よ
っ
て
、
近
隣
住
民
へ
の

迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
周
囲
へ
の
配

慮
が
必
要
で
す
。

　

野
焼
き
は
大
規
模
な
火
災
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識

し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　全国的に野焼きを原因とした火災が多発しています。本市においても火災につながる危険な野焼き
が発生しています。2025年に本市で発生した17件の火災のうち、13件が野焼きによるものでした。
また、今年に入り、火災はすでに10件発生(3月11日現在)し、そのうちの8件が野焼きが原因で延焼
し火災に至っています。
　野焼きは法律で原則禁止されています。ルールを守り、火災ゼロをめざしましょう。

問い合わせ　�農村環境課☎552-6253／消防本部☎594-1118 
篠山警察署刑事生活安全課☎552-0110

火災ゼロへ
野焼きは法律で原則禁止です

⑤たき火などの軽微な焼却

例）�キャンプファイヤー、暖を
とるたき火

※�紙類・ビニール類などの焼却
は認められません。

④�農業や林業を営むためにやむ
を得ないものとして行う廃棄
物の焼却

例）�稲わらなどの焼却、焼灰を
つくるための灰屋での焼却

※�肥料袋などの資材や剪定枝の
焼却は認められません。

③�風俗習慣上または宗教上必要
な廃棄物の焼却

例）�門松・しめ縄などの焼却 
(とんど焼き)

悪
質
な
野
焼
き
に
は
罰
則
が

適
用
さ
れ
ま
す

　

昨
年
、
岩
手
県
大
船
渡
市
や
愛
媛
県

今
治
市
な
ど
で
、
大
規
模
な
林
野
火
災

が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
林
野
火

災
の
原
因
は
、
た
き
火
や
火
入
れ
な
ど

の
不
始
末
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
な

ど
、
人
為
的
な
要
因
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

十
分
な
注
意
を
し
な
い
で
、
建
物
や

森
林
な
ど
燃
え
る
よ
う
な
物
の
近
く

で
、
た
き
火
を
す
る
な
ど
の
行
為
に
よ

っ
て
、
実
際
に
火
災
を
発
生
さ
せ
れ
ば

失
火
罪
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

山
火
事
の
多
く
は
「
こ
れ
く
ら
い
な

ら
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
こ
れ
く
ら
い

大
丈
夫
」
と
い
う
自
己
判
断
が
、
大
き

な
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
冬
か
ら
春

へ
と
季
節
が
移
る
こ
の
時
期
は
、
空
気

が
乾
燥
し
、
風
も
強
く
火
の
取
り
扱
い

に
は
一
層
注
意
が
必
要
で
す
。
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
野
焼
き
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

②�災害時または予防応急対策、
復旧のために必要な廃棄物の
焼却

例）�火災予防訓練のための焼却 
など

①�国または地方公共団体が施設
管理を行うために必要な廃棄
物の焼却

例）�河川や道路の管理上、必要
な草木などの焼却

例外的に
認められる場合

火災とまぎらわし
い煙を発する恐れ
のある行為を行う
場合は、事前に消
防本部への届け出
が必要です。
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「婚活したい。でも、どうしたらいいの？」
　そんな男女をサポートするのが、市が運営する「結婚相談室 輪～り
んぐ～」（以下、りんぐ）。開設以来、56組の成婚を見届けてきたりん
ぐが、あなたの出会いを全力でサポートします。
　２月末の登録会員数は175人(男性109人、女性66人)。相談などに
かかる費用は無料で、登録料、年会費も一切必要ありません。
　また、令和６年からは「縁結びサポーター」が始動。縁結びサポー
ターは現在８人体制で、結婚を希望する方への声掛けはもちろん、子
どもの結婚について気にかけている親世代への声掛けなども行ってお
り、りんぐと市民の皆さんの架け橋となるよう活動しています。
　結婚したいけれど、一歩が踏み出せない…そんな方はぜひ、りんぐ
へご相談ください。

【結婚相談室 輪～りんぐ～】
場所　丹波篠山市民センター１階
開室　火・木・土・日　9:30～17:00

丹
波
篠
山
で
か
な
え
る

す
て
き
な
出
会
い

　

相
談
員
３
人
と
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ

ー
８
人
が
一
緒
に
な
り
、
一
人
で
も
多

く
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
り
ん
ぐ
。

　

り
ん
ぐ
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
丹

波
篠
山
市
で
幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
会
員
で
な
い
方
も
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
年
５
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
市
内
外
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
、

平
均
３
組
が
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
す
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
。
イ
ベ
ン
ト
は
年
代
別
で

対
象
者
を
募
集
し
て
い
る
た
め
、
安
心

し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
会
員
登
録

も
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
り
ん
ぐ
は
市
が
運
営
し
て
い

る
た
め
安
心
感
が
あ
り
、
会
員
数
も
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

り
ん
ぐ
へ
入
会
す
る
こ
と
で
、
き
っ

と
世
界
が
広
が
る
は
ず
。
ま
ず
は
一
歩

踏
み
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
相
談
員
、

縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
が
伴
走
者
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【登録できる方】
市内に在住または在住する意思のある20歳以上の独身男女
【登録方法】
次の必要書類をりんぐへ持参
⃝結婚相談登録申請書
⃝独身証明書 or 戸籍謄本 or 戸籍抄本(３カ月以内)
　※取得費用は自己負担。
⃝全身写真(３カ月以内)
　※りんぐでの撮影可。
⃝身分証明書(提示のみ)

登録料・相談料・
年会費は無料！

LINE友達追加、大歓迎！
気軽にご連絡ください。

―― 出会いまでの流れ ――

縁結びサポーター縁結びサポーター
畑畑
は たは た

弘弘
ひ ろひ ろ

恵恵
ええ

さんさん
りんぐ担当課長りんぐ担当課長
木木

きき

村村
む らむ ら

隆隆
りゅうりゅう

児児
じじ

さんさん

問い合わせ　丹波篠山市 結婚相談室 輪～りんぐ～☎552-3455

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

登録のご案内

登録手続き

1

希望相手を選ぶ

2

相談員に
紹介を依頼

3

相談員が相手に
連絡を取り
双方が合意

4

出会い

5

運命の人に愛
4

たいなら
愛されるための自分磨き
５月17日（日）13:00～16:00

場所　丹波篠山市民センター
対象　20歳以上の独身男女
講師　三

み

宅
や け

雅
ま さ

子
こ

さん（カラーアナリストなど）
内容　身だしなみ・メイクセミナー、
　　　パーソナルカラー診断デモ
定員　20人(申込者多数の場合は抽選)
費用　300円(当日徴収)
申込期限　４月30日（木）
※�申込期限日以降のキャンセルは、全額

キャンセル料が発生します。

イベントのお知らせ

丹波篠山でのすてきな出会いをサポート

丹波篠山市 結婚相談室 輪～りんぐ～

あなたの出会いを
全力サポート！

■ 相談員 ■
会員の相談業務、イベント運
営、個人情報の徹底管理、会
員が利用しやすい環境づくり

■ 縁結びサポーター ■
りんぐの広報活動、イベント
参加の呼び掛け、婚活で悩ん
でいる人などへの声掛け

好感度UP身だしなみ術セミナー

　

結
婚
相
談
室
は
最
終
手

段
で
は
な
く
、
新
し
い
出
会

い
や
幸
せ
を
つ
か
む
た
め
の

方
法
の
一
つ
で
す
。

　

誰
か
の
幸
せ
の
お
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
、
そ

れ
が
私
の
幸
せ
で
す
。

通

62026.47

イ
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